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「
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お

け
る
事
故
報
告
集
計
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た

　

二
〇
二
四
年
八
月
二
日
、
こ
ど
も
家
庭

庁
が
「
令
和
五
年
教
育
・
保
育
施
設
等
に

お
け
る
事
故
報
告
集
計
」
を
公
表
し
ま

し
た
（
こ
ど
も
家
庭
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。

こ
れ
は
、
教
育
・
保
育
施
設
な
ど
で
発
生

し
た
死
亡
事
故
、
治
療
に
要
す
る
期
間
が

三
〇
日
以
上
の
負
傷
や
疾
病
を
と
も
な
う

重
篤
な
事
故
（
意
識
不
明
〔
人
工
呼
吸
器

を
つ
け
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
る
等
〕
の
事
故

を
含
む
）
な
ど
に
つ
い
て
、
二
〇
二
三
年

一
月
一
日
か
ら
同
年
一
二
月
三
一
日
の
間

に
国
に
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
件
数
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
集
計
に
よ
る
と
、
学

童
保
育
に
お
け
る
重
篤
な
事
故
の
報
告
件

数
は
六
五
一
件
で
し
た
。
死
亡
事
故
は
三

件
で
す
。
負
傷
等
は
六
四
八
件
（
意
識
不

明
が
一
件
、
骨
折
が
五
五
一
件
、
九
六
件

は
そ
の
他
）。
発
生
場
所
は
、
施
設
の
室

内
が
一
九
四
件
、
室
外
が
三
七
八
件
、
施

設
外
七
九
件
で
し
た
。
な
お
、
死
亡
事
故

は
、
プ
ー
ル
活
動
・
水
遊
び
中
の
溺
死
が

一
件
、
施
設
外
（
公
園
等
）
活
動
中
の
急

性
硬
膜
下
血
腫
が
一
件
、
死
因
は
不
明
で

す
が
、
施
設
内
（
室
内
）
活
動
中
が
一
件

で
す
。＊　

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
に
て
、
今
回
の
事
故
報
告
集

計
と
「
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お
け
る
事

故
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
令
和
六
年
六
月

更
新
）」（
以
下
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
こ
ど

も
家
庭
庁
が
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
を
あ
わ
せ
て

分
析
し
、
学
童
保
育
に
お
け
る
事
故
報
告

の
推
移
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
（
表
の
中

の
支
援
の
単
位
数
・
入
所
児
童
数
は
、
全

に
対
し
て
一
件
、
約
二
一
五
六
・
七
人
に

対
し
て
一
件
の
重
篤
な
事
故
が
発
生
し
て

い
る
計
算
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
二
〇
二
三

年
分
の
事
故
報
告
件
数
三
九
六
件

（
二
〇
二
四
年
六
月
一
〇
日
時
点
）
か
ら
、

重
篤
な
事
故
の
傾
向
を
読
み
と
り
ま
す
。

◆�

事
故
発
生
時
期
…
…
多
い
順
に
、
四

月
（
七
一
件
）、
五
月
（
四
五
件
）、

七
月
（
四
二
件
）、
六
月
（
四
〇
件
）、

三
月
・
一
〇
月
・
一
一
月
（
三
五
件
）、

八
月
（
三
〇
件
）、
九
月
（
二
七
件
）、

一
二
月
（
一
五
件
）、二
月
（
一
四
件
）、

一
月
（
七
件
）
で
し
た
。

◆�

時
間
帯
…
…
子
ど
も
た
ち
に
疲
れ
が

見
ら
れ
る
「
夕
方
（
一
六
時
頃
〜
夕

食
提
供
前
頃
）」（
二
二
二
件
）が
多
く
、　

「
午
後
」（
一
三
二
件
）と
つ
づ
き
ま
す
。

土
曜
日
や
春
・
夏
・
冬
休
み
な
ど
の

学
校
長
期
休
業
中
の
「
朝
（
始
業
〜

午
前
一
〇
時
頃
）」（
七
件
）、「
午
前
中
」

（
一
八
件
）
で
し
た
。

◆�

発
生
時
の
児
童
数
…
…
「
四
〇
人

以
下
」
が
二
二
三
件
、「
四
一
人
以
上
」

協
議
会
だ
よ
り

国
連
協
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
学
童
保
育

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
の
実
施
状
況
調

査
」
で
把
握
し
た
数
）。

　

発
生
率
を
見
る
と
、
二
〇
一
五
年
は
、

一
一
二
・
〇
支
援
の
単
位
に
対
し
て
一

件
、
約
四
四
六
二
・
四
人
に
対
し
て
一
件

の
重
篤
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
に
は
五
五
・
四
支
援
の
単
位

表　学童保育における事故報告の推移

年 件数 うち骨
折件数

支援の
単位数 入所児童数 発生率

（支援の単位）
発生率

（入所児童数）

2015 228 196 25,541 101万 7,429 112.0 4462.4
2016 288 259 27,638 107 万 6,571 96.0 3738.1
2017 362 332 29,287 114万 8,318 80.9 3172.1
2018 420 356 31,265 121万1,522 74.4 2884.6
2019 445 390 32,654 126 万 9,739 73.4 2853.3
2020 429 379 33,671 130 万 5,420 78.5 3042.9
2021 475 408 34,437 130 万 7,699 72.5 2753.0
2022 565 452 35,337 134万 8,122 62.5 2386.1
2023 651 551 36,094 140 万4,030 55.4 2156.7
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が
一
七
三
件
。「
四
一
人
以
上
」
の

う
ち
、「
七
一
人
以
上
」
は
八
五
件
、

「
一
〇
一
人
以
上
」
は
四
八
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
七
一
人
以
上
」「
一
〇
一

人
以
上
」
の
件
数
は
前
年
か
ら
増
え

て
い
ま
す
。

◆�

事
故
誘
因
…
…
多
い
順
に
、「
自
ら

の
転
倒
・
衝
突
に
よ
る
も
の
」（
一
九
一

件
）、「
遊
具
か
ら
の
転
倒
・
落
下
」

（
七
〇
件
）、「
子
ど
も
同
士
の
衝
突
に

よ
る
も
の
」（
五
一
件
）
と
つ
づ
き
ま

す
。

　

こ
の
集
計
結
果
を
見
る
と
、
年
度
替
わ

り
の
四
月
に
突
出
し
て
事
故
が
多
発
し
て

い
て
、
五
月
、
六
月
、
七
月
と
事
故
発
生

件
数
が
多
い
時
期
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
終
わ
り
の
三
月
と
、
学
校
の

行
事
が
多
か
っ
た
り
、
学
習
内
容
が
む
ず

か
し
く
な
っ
た
り
す
る
一
〇
月
、
一
一
月

も
、
事
故
発
生
件
数
が
多
い
時
期
が
つ
づ

い
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
か
ら
は
、
年
度
替
わ
り
か
ら
夏

休
み
ま
で
、
事
故
発
生
件
数
が
多
い
時
期

が
つ
づ
い
て
お
り
、
環
境
や
子
ど
も
同
士

の
関
係
性
が
お
ち
つ
く
ま
で
に
比
較
的
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
の
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

年
度
替
わ
り
の
四
月
に
突
出
し
て
事
故

が
多
発
す
る
の
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
推
察
さ
れ
ま
す
。

◎
新
一
年
生
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
年

長
児
と
し
て
の
生
活
か
ら
、
新
た
な
環
境

で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
最
初
の

一
週
間
は
緊
張
感
の
あ
る
な
か
で
過
ご
し

て
い
る
も
の
の
、
上
級
生
の
姿
や
行
動
に

あ
こ
が
れ
て
背
伸
び
を
し
て
、「
自
分
に

も
で
き
る
」
と
子
ど
も
自
身
の
感
覚
・
判

断
・
身
体
能
力
を
超
え
た
無
理
な
行
動
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
二
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
も
、
学
校

が
は
じ
ま
る
と
担
任
の
先
生
が
代
わ
っ

た
、
ク
ラ
ス
に
新
し
い
友
達
が
で
き
た
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
気
分
が
高
揚
し
て
お
ち

つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
学
童
保
育
に
新
し
い
仲
間
を
迎
え
た
折

に
、
ル
ー
ル
や
約
束
事
が
周
知
さ
れ
て
い

な
い
、
子
ど
も
が
相
互
に
関
係
性
を
構
築

で
き
て
い
な
い
（
相
手
の
行
動
が
予
測
で

き
な
い
た
め
、
子
ど
も
同
士
の
衝
突
が
起

こ
る
）
な
ど
が
あ
る
と
事
故
の
発
生
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
新
た
に
採
用
が
あ
っ
た
り
、
異
動
な
ど

で
指
導
員
体
制
に
変
化
が
生
じ
た
と
き

に
、
す
べ
て
の
指
導
員
が
個
々
の
子
ど
も

の
こ
と
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ

た
り
、
指
導
員
間
の
連
携
体
制
が
十
分
に

構
築
さ
れ
て
い
な
い
と
事
故
を
防
げ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
夏
休
み
が
は
じ
ま
っ
て
最
初
の
一
週
間

は
、
学
童
保
育
全
体
が
お
ち
つ
か
ず
、
ケ

ガ
や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
が
ち
な
の
で

注
意
が
必
要
で
す
（
本
誌
二
〇
二
四
年
六

月
号
の
特
集
参
照
）。「
家
→
学
校
→
学
童

保
育
→
家
」
で
過
ご
し
て
い
た
子
ど
も
の

生
活
サ
イ
ク
ル
が
変
化
す
る
こ
と
、
学
校

の
授
業
が
休
み
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
解

放
感
や
高
揚
感
な
ど
も
、
そ
の
要
因
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
八
月
は
七
月
に
比
べ
る
と
事

故
の
発
生
件
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
童
保
育
を
お
休
み
す
る
子
ど
も
も

い
て
、
学
童
保
育
で
過
ご
す
子
ど
も
の
人

数
が
若
干
減
る
時
期
で
あ
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
回
発
表
さ
れ
た
集
計
で
は
、

「
発
生
時
の
児
童
数
」
は
わ
か
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
支
援
の
単
位
の
児
童

数
」
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
登
録
児
童
数

が
四
〇
人
規
模
で
日
常
的
、
継
続
的
に
同

じ
子
ど
も
が
過
ご
し
て
い
る
集
団
」
な
の

か
、「
登
録
児
童
数
は
大
規
模
だ
が
、
日

に
よ
っ
て
子
ど
も
集
団
の
入
れ
替
わ
り
が

あ
り
、
出
席
人
数
が
四
〇
人
規
模
に
な
っ

て
い
る
集
団
」
な
の
か
に
よ
っ
て
も
、
事

故
の
発
生
に
影
響
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。＊　

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
生
活
の
場
面
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
さ
れ
る
大
き
な
危

険
は
取
り
除
い
て
お
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、「
危
険
だ
か
ら
な
に
も
さ
せ
な
い
」

と
い
う
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
周

囲
の
状
況
や
自
分
の
体
調
な
ど
を
考
え
な

が
ら
、
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
活
の
内
容
を
改
善
・
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

＊「令和６年能登半島地震」で被災した学童保育を支援する募金の振込先は、
　 76ページに掲載しています。


